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使い方

屋根被害対応編の場合、
現場には、チェックリストとチラシを持っていきます。

チェックリストは、現場にもっていく際はA4サイズ１枚に
まとめたシートを使用します（右、左図参照）
調査項目が何枚もあると使い勝手が悪いため、１枚に入る
内容に厳選して記載しています。
今回は見やすくするため、大きくしてご紹介します。

合わせて、住民さん自身が屋根の上に上がらないように
危険啓発を目的に、上がらなくてもできる対応を伝える
チラシをお渡しします。（右、右図参照）

リストの入手方法

A4サイズ１枚にまとめたチェックリストやチラシは、本冊子18、１９ページ、またはレスキューアシストの
ホームページで公開しています。
使用しながら改善を重ねていくため、最新版は必ずホームページでご確認ください。

ホームページ https://rescue-assist.net/
「レスキューアシスト資料集」→「２．被災地活動用資料」から必要なリストをダウンロードして、
ご活用ください。

現地調査チェックリスト（屋根被害対応編）の使い方

▲チラシ

A4サイズ１枚にしたシート◀
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屋根の上の活動は、技術を持つ技術系NPOでさえ
キケンを伴います。
自分達では登らず、応援が来るまでは安全な方法で
しのぎましょう。

技術がなくてもできる？

屋内での雨漏り対策方法
①天井にブルーシートを張る

②水の流れ（勾配）を付ける

③たらい等で流れてくる水を受け止める

（排水設備が近くにあれば、そこへ直接
流すようにする）

※詳細はこちらの動画をどうぞ
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現地調査チェックリスト（屋根被害対応編）

必要な工具 解説

はしご・ドローン
目視できない屋根の上の状況を確認するために使う。
ただし、はしごは一人のときには使用しない（屋根の上にはあがらない）。抑える人がいる時の
みはしごに登り撮影する。

メジャー・定規 長さ等を測るために使う。

室内用脚立 天井裏を見るために使う。ただし、脚立を抑える人がいる場合に限り使用する。

ライト 天井裏や壁裏等暗い場所を確認するときに使う。

ヘルメット 頭を守るために使う。

携帯
タブレット

写真を撮る（できるだけ多く撮る）。
アイパッドなど画面の大きいものを使えば、その場で住民さんにも見せることができて便利。

〇屋根の調査に必要な持ち物
解説版

必要な工具 解説

ドライバーセット 壁裏を確認する際に、コンセントカバーをはずすときなどに使う。

〇追加で必要な持ち物（カビ発生の可能性がある場合）
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屋根の上の活動は、技術を持つ技術系NPOでさえ
キケンを伴います。
自分達では登らず、応援が来るまでは安全な方法で
しのぎましょう。

技術がなくてもできる？

屋内での雨漏り対策方法
①天井にブルーシートを張る

②水の流れ（勾配）を付ける

③たらい等で流れてくる水を受け止める

（排水設備が近くにあれば、そこへ直接
流すようにする）

※詳細はこちらの動画をどうぞ



屋根被害NPO家屋調査チェックリスト 解説マニュアル

【お問合せ先】
団体名 ： 特定非営利活動法人 災害救援レスキューアシスト
拠 点 ： 大阪府茨木市松ヶ本町3-16 バーデンズクラブビル526
連絡先 ： 070-6541-5489
メール ： rescueassist.japan@gmail.com
ホームページ ： https://rescue-assist.net/

この冊子は日本財団の助成で作成しています。


